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はじめに
佐賀市東名遺跡は縄文早期の集落､墓域､そして斜面上に点々と形成された6カ所の貝塚とその周辺に分
布する貯蔵穴群からなる大規模な湿地遺跡で､これまでに400点以上の編みかご(バスケット)や木器が出土し
ている｡ 佐賀市教育委員会は､2007年 1月現在､年度内発掘終了というプレッシャーの中､鋭意発掘中であ
る｡この遺跡の特徴は､急激な海水面の上昇により遺跡が放棄され､すみやかに水成粘土層が遺跡全体を覆
ったため､通常の遺跡では残存しない有機遺物､特に編みかご､皿､掘り棒､杭､櫛などの木器が日本最古
の出土例として重要な遺跡である｡

遺跡の立地
東名遺跡は､有明海の現海岸線から約28キロ奥まる､背後に背振山地を控えた佐賀平野の中央部に立地す

として､この地に55-クタールにおよぶ台形状の貯水池の掘削を計画
1996年にかけて周知の遺跡であった東名遺跡を､2002年から2003年
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る｡国土交通省は佐賀平野の洪水対策
し､佐賀市教育委員会は1993年から
にかけて久富二本杉遺跡を発掘した｡両遺跡とも縄文早期複葉の遺跡で､久富二本杉遺跡は二次堆積と思わ
れる貝層を検出し､発掘区域外に大規模な集落の存在が予想され､東名遺跡では現地表下 1メー トルで､縄
文早期後葉､塞ノ神 B式を主体とする炉と考えられる167基におよぶ集石遺構と､最小個体数7個体のなか
ば腐朽した埋葬跡を検出し､発掘は終了した｡
ところが､2002年 2月､重機で遺跡周辺部を掘削中に貝塚が露出したと佐賀河川総合開発工事事務所から
届け出があり､担当者､西田巌が現地を踏査したところ､集落域と同時期の5カ所の貝塚が存在し (その後､
最大の第6貝塚が発見された)､しかも掘削された貝層には露出したままの編みかごが数点存在する塞ノ神 B
式土器の湿地性貝塚であることを知った｡そこで佐賀市教委は国土交通省と協議し､第二次発掘調査を実施
すること､発掘にあたって考古学､第四紀学の研究者を中心とする発掘指導委員会を発足させることで一致
し､以来､その提言に従って発掘担当者を1名から2名に増員し､さらに嘱託調査員を採用し､民間会社に
発掘の一部や測量､遺物取り上げなどを委託するなど､発掘体制を大幅に増強させて完掘に臨んでいる｡
ボーリング調査によれば､発掘区の北西から南東に ･けて現在の巨勢川にあたる埋没河川が存在し､そこ
に北から支流が流れ込む｡六ヶ所の貝塚はいずれも南北に流れる旧河川の東側の微高地から､河川に向かっ
て落ちる斜面上に形成されたものであるが､流路に対してやや引っ込んだ湾曲部に形成されているものが多
い｡その規模は､第 1貝塚が長さ30m､面積 300m2､第2貝塚は長さ40m､面積400m2｡第2貝塚も北の上
流部に突出部を持ち､その突出部の傾斜面や第二貝塚の内部や､その下方縁辺の粘土層に多くの貯蔵穴が存
在し､その多くに編みかご､木器や板材､動物遺体が投棄されていた｡東名遺跡はその支流の西岸に立地し､
その斜面上に貝塚や貯蔵穴群が点々と形成されている｡居住域や墓域は､現地表下 1メー トル前後､標高+3m
であったが､貝塚および湿地貯蔵穴群は､地表下5-7m(標高-1-3m)に分布する｡
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図1.東名遺跡群の位置
鍋3縄文海進時の海水面変動

遺跡の年代
いずれの貝塚も早期後葉の塞ノ神 B式が主体をなし､最上層でわずかに轟式が出土する｡AMS放射性炭素
年代測定法によると､第2貝塚から出土した編みかごの材は､6976±36yrBP(較正暦年代589ト5790yr cal
BC)を測る｡7000BP頃から居住が始まり､縄文海進によって放棄を余儀なくされたもので､貝塚および貯蔵
穴群は､海進のさなかに分厚い水成粘土層によって覆われ､二度と地表に露出しなかった結果､良好な状態
で有機遺物が保存されたと考えられる｡
近年､中国の漸江省､河姻:渡文化に属する田螺山遺跡､韓国飛鳳胆遺跡など､海進直前の遺跡が発掘されて
いる｡それぞれ現在は海岸から離れた内陸部であるが､大河の河口から遡った沖積地の湧水地帯に立地し､
いままで予想もされていなかった木器や堅果類などの有機遺物が出土している｡
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遣物
骨角器の中には､鹿角の幹部の表面を磨き､裏面を掘り込んで板状に加工し､直径 1mm前後の孔を数多く
穿ち､幾何学文様を施す垂飾具が､4点以上出土している｡ 個々の穴は､回転によって穿孔され､このよう
な微細な孔をどのような道具で
も見られず､その系譜十
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たのか不明である｡また､このような装飾意匠は,他の地域や後の時代に
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･ごの製作にも使われたであろう鹿角やシカの中手骨､中足
層の主体をなす貝類は､ヤマ トシジミとハイガイで､さらに
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マキ､カキ類が加わり､最上層には巨大なカキが平面的に散らばる｡ 貝塚を形成しているにもかかわらず､
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､ハモ､ナマズなどが発掘時に採集されている｡貝層の水洗選別によると､小形のハゼ科 (ムツゴロ
む)も出土しているが､やはり量は多くない｡スッポンの出土は特筆されるだろう｡縄文時代の遺跡で
例は､琵琶湖周辺の遺跡に限られていたが､九州では本例が最初であろう｡ 晴乳類はシカ､イノシシ
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カモシカ､カワウソ､タヌキなども出土しているがその量は多くなく､貝類に特化した貝塚

本遺跡の最大の特徴は､おびただしい編みかごの出土である｡ 出土した編みかごは､第 2貝塚だけでも250
点を優に越える｡2006年末には第 1貝塚と併せて400点を超えた｡その8割以上は､木本類の材を幅 1cm程
度に薄く割い たヒゴ(-ギ)を素材とし､網代編みともじり編みを組み合わせたもので､少数では 六
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目編みも存在 し､蔓を素材としたものも見られる｡網代編みの技法は､1本 1単位､2本越え
本送りが多いが､底部や湾曲部では自由に送ったり潜らせたりし､装飾のためか補強のため
織 り込む例も見られ､すでに現代と変わらぬ高度な製作技術を持っていたことを示す｡貯蔵
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たものがあり､削り痕が顕著である｡掘 り棒の可能性のある

先を尖らせた木製品や杭も多数出土している｡皿や板材は編みかごとともに日本最古例である｡
貯蔵穴は少なくとも80基以上を発掘 し､そのうち50基前後から編みかご､木器が出土している

遺構
第一次の発掘で､167基にものぼる集石炉や､7体分の
埋葬人骨を含む墓域が発掘されていたが､そこから数メ
ー トル降った埋没河川の河口近くに貝塚と貯蔵穴が分布
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まとめ
本遺跡は､丘陵上の住居跡､墓域と､河川に向かう傾斜面に形成され､縄文海進によって埋没した6つの
湿地性貝塚とその周囲の貯蔵穴群からなる大規模な縄文早期後葉の墓域､集落と生業域である､塞ノ神 B式
と､それに続く形式である轟 A式の貝層をわずかに含む貝塚､およびその周辺の貯蔵穴群を擁す､大規模な
集落跡である｡
この遺跡の堆積状態から､汎世界的
の平原に海水が侵入し､やが
ものを不可能にしたのであろ
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温暖化によって海水面が急激に上昇し､大潮や高潮の際に低地
際に普通に見られるようになり､さらに､この地での生活その
上
で
こ
T｣

流に移住していった後は､現在の有明海にみるように､干
きた粘土層は､普通の乾燥地の遺跡では残らない植物性遺
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物を数多く保存する役割を果たした
これまで､われわれは旧石器時代から縄文草創期-の技術革新､そして 1万年を越える縄文時代を通じて
の文化や生活技術の進歩を信じて､その右肩上がりの発展を明らかにしようとしてきた｡しかし､東名遺跡｣し/ ＼ヽ･.._I､･.･･･一〇 )′〉)ヽ /LヽlH′､三三Y'7/J
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した貝層をこれ以上掘削する必要がないため､現地保存することが可育
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る｡なお､第3-第6貝塚は､
なった｡しかし渇水期には貝

露出し､増水期には水没するという,有機遺物の保存には最悪の環境となるため､現在､土木工学､地質
財の専門家からなる東名遺跡保存対策検討委員会を設置し､地下の埋蔵環境の保全をはかるため
機 遣物に水分を絶やさない土盛り等の保存対策を議論しているところである

図 7 縄

図9 鹿角製装身具

図8 櫛

図 10 鹿角表面の回転による穿孔

本文は､調査員､調査指導委員ら4名の連名で発表した出版物をもとにし､松井の責任で改変した｡
西田巌･中野充･甲元貫之･松井章(文責)｢佐賀県佐賀市東名遺跡｣『考古学研究』53-1､考古学研究会､pp.104-06,
2006｡
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TheexcavationofthewetlandsiteofHigashimyo,
SagaPrefTectureanditsdating

MatsuiAkira

(NationalResearchlnstitutefわrCulturalProperties,Nara)

IamtakingpartintheexcavationofHigashimyositethatisthewetlandshellmiddensinSaga

Prefecture,KyushuIslandsince2003.Itwas7-8metersbelowthemodemgroundsurfaceand-0.5

metersbelowthesealevelatthelowestpart.Itislocated28kn fromtheCoastofAriakeSea.Saga

MunicipalGovem entrevealedthealluvialplainaswideas500,000squaremetersfわrdigglnga

reservoirandfわund6Shellmiddensalongthefわrmerriverbankslope.Therehavebeenfわundmore

than400basketsorwovenbagsintheshellmiddenNo.2,whereonly30%hasbeenexcavated.

AMSdatingindicatesthattheywere7040±130BP.(Cal.)fromcharcoaland6976±36bp.(Cal.BC

5891-5790)fromthebasket'sfragment･,Allsixshellmiddenscontainthesametypeofthelate

InitialJomonphaseinKyushu,thatisSenokan-shiki(type)Potteryandonlyupperlayerscontain

TodorokiB-shiki.ItwillbemeasuredthattheactualabsoluteperiodofatypeofJomonpottery

accordingtotheresultsofthedatingbetweenthebottomlayerandtheupperlayerthatco山ain

Senokan-shikibyAMSdating.ThesurfaceoftheseshellmiddenswascoveredwithflneClaythat

wasformedbytidalandriversedimentation.OwingtotheJomonTransgressionandretreatmentof

thesea,whichoccurredeustaticeventatthattime,thissitehadbeenburiedinthealluvialplain.

ThiseventmakesiteasytocomparethisInitialJomonsitewithothersitesinotherJapanislandsor

evenEasternAsiaonthesamehorizon.Thatisthereasonwhysomanyplantremainshavebeen

preservedingoodcondition.
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